
�
体験教育旅行でカヌーに挑戦�
カモの先生に導かれ�

バドルさばきもみるみる上達�

豊かな自然の中で�

学ぶことは数知れない�

（関連記事5ページ）�

7
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川路小�川路小�

市役所�
川路支所�
市役所�
川路支所�

竜峡中�

天竜峡�

上川路�

か
わ
じ�

天竜峡インター�
（仮称）�

天竜峡インター�
（仮称）�

天
竜
川�

天
竜
川�

天竜峡インター�
（仮称）�

天竜峡インター�
（仮称）�

　
古
く
か
ら
人
や
物
の
往
来
が
盛
ん
な
三
遠
南
信
地
域
。
現
在
、

飯
田
市
を
起
点
に
浜
松
市
ま
で
、
全
長
約
１
０
０
㎞
に
わ
た
っ
て

こ
の
地
域
を
結
び
、
交
流
・
連
携
促
進
が
期
待
さ
れ
る
三
遠
南
信

自
動
車
道
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
特
集
で
は
、
供
用
開
始
が
迫
っ
た
三
遠
南
信
自
動
車
道

飯
喬
道
路
1
工
区
の
工
事
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

※
記
事
中
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
（
喬
木
イ
ン
タ
ー
を

　
除
く
）・
ト
ン
ネ
ル
名
は
す
べ
て
仮
称
で
す
。�

姿
あ
ら
わ
す

姿
あ
ら
わ
す「
飯
喬
道
路
１
工
区
」

「
飯
喬
道
路
１
工
区
」�
姿
あ
ら
わ
す

姿
あ
ら
わ
す「
飯
喬
道
路
１
工
区
」

「
飯
喬
道
路
１
工
区
」�
姿
あ
ら
わ
す「
飯
喬
道
路
１
工
区
」�

﹇
山
本
〜
天
竜
峡
﹈

﹇
山
本
〜
天
竜
峡
﹈ 

平
成
平
成
19
年
度
供

年
度
供
用
開
始
に
向
け
て

用
開
始
に
向
け
て�

﹇
山
本
〜
天
竜
峡
﹈ 

平
成
19
年
度
供
用
開
始
に
向
け
て�

　
飯
田
南
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か

ら
喬
木
イ
ン
タ
ー
に
至
る
延
長

約
22
㎞
の
区
間
が
飯
喬
道
路
で

す
。
3
つ
の
工
区
に
分
け
て
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
飯
田
南
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン�

�

　
天
竜
峡
イ
ン
タ
ー�

�

　
飯
田
東
イ
ン
タ
ー（
上
久
堅
）�

�

　
喬
木
イ
ン
タ
ー�

�

　
飯
喬
道
路
１
工
区
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
供
用
開
始
を
目
指

し
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

5
月
末
現
在
、
下
図
の
よ
う
な

工
事
状
況
で
す
。�

１
工
区�

�

２
工
区�

�

３
工
区�

　
飯
喬
道
路
と
は

　
飯
喬
道
路
と
は�

　
飯
喬
道
路
と
は�

　
飯
喬
道
路
1
工
区
の
供
用
開

始
を
契
機
に
、
天
竜
峡
を
南
信

州
の
新
た
な
玄
関
口
と
す
る
こ

と
を
、
地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。�

　
名
勝
天
竜
峡
の
再
生
を
目
指
し
、

観
光
事
業
者
、
地
元
の
皆
さ
ん
、

飯
田
国
道
事
務
所
な
ど
と
連
携

し
て
、
天
竜
峡
の
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

　
南
信
州
の
玄
関
口
に

　
南
信
州
の
玄
関
口
に�

　
南
信
州
の
玄
関
口
に�

　
川
路
地
区
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
一
面
に
広
が
る
花
畑
。
（
写
真
は

昨
年
9
月
の
信
州
大
そ
ば
開
花
風
景
。

清
水
勝
弘
さ
ん
撮
影
。）�

　
今
年
の
夏
そ
ば
の
花
は
7
月
中
旬
が

見
ご
ろ
で
す
。�

　
天
竜
峡
花
の
里

　
天
竜
峡
花
の
里�

　
天
竜
峡
花
の
里�

施工済み�
（未舗装部分含む）�

現在工事中�

今後工事予定�

7.2km7.4km7.5km
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山本�山本�

山本小�

三穂小�

城山公園�

水晶山�

見学台�

駒場東�

市役所�
山本支所�
市役所�
山本支所�

飯田南ジャンクション�
（仮称）�

飯田南インター�
（仮称）�

飯田南インター�
（仮称）�

市役所�
三穂支所�
市役所�
三穂支所�

中
央
自
動
車
道�

中
央
自
動
車
道�

■問合せ　国県関連事業課�
　10265（22）4511　内線2761

���

　
三
遠
南
信
地
域
は
2
0
0
万

人
を
擁
し
、
工
業
・
農
業
の
出

荷
額
が
高
く
、
特
に
工
業
に
お

け
る
製
造
品
出
荷
額
等
は
全
国

6
番
目
を
誇
り
ま
す
。�

　
私
た
ち
の
南
信
州
地
域
が
持

続
可
能
な
地
域
経
営
を
進
め
て

い
く
上
で
は
、
独
自
の
自
然
・

文
化
・
風
土
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
続
け
、
常
に
新
し
い

情
報
を
発
信
し
な
が
ら
三
遠
地

域
、
東
濃
地
域
、
西
三
河
地
域

を
は
じ
め
中
京
方
面
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。�

　
そ
の
た
め
、
市
と
し
て
も
、

飯
喬
道
路
を
含
め
た
三
遠
南
信

自
動
車
道
の
早
期
開
通
実
現
に

向
け
て
、
今
後
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。�

　
三
遠
南
信
自
動
車
道

　
三
遠
南
信
自
動
車
道�

　
早
期
開
通
に
向
け
て

　
早
期
開
通
に
向
け
て�

　
三
遠
南
信
自
動
車
道�

　
早
期
開
通
に
向
け
て�

���

　
飯
喬
道
路
全
工
区
が
開
通

す
る
と
、
既
に
開
通
し
て
い

る
矢
筈
ト
ン
ネ
ル
と
併
せ
、

上
村
・
南
信
濃
地
区
か
ら
市

立
病
院
、
市
役
所
な
ど
へ
の

移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
ま
す
。
飯
田
市
の
一
体
感

が
よ
り
一
層
高
ま
る
と
期
待

さ
れ
ま
す
。�

　
よ
り
近
づ
く

よ
り
近
づ
く�

　
よ
り
近
づ
く�

県道親田中村線を久米方面に進み、
久米入口バス停手前を左折したとこ
ろに、見学台が設けられています。
ここからこのような建設現場を見る
ことが出来ます。�
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　5月24日、天竜川上流河川事務所と市が合同で開催し、

地域の皆さんにも参加いただきました。大規模な洪水と山

間部の土砂災害を想定し、災害情報の収集・対処を行う模

擬訓練や、炊き出し訓練、避難訓練、毛賀沢川での内水排

除訓練など、本番さながらに真剣に取り組みました。

　5月24日は千代に「くまさんのおうち」

を、6月12日は鼎名古熊に「ひだまりサロ

ン」を、つどいの広場としてオープンしま

した。それぞれに、専門の子育てアドバイ

ザー（保育士）を配置し、育児相談にも

対応できます。昨年設置した3カ所とあ

わせ、乳幼児の親子が使いやすい広場

に、また、利用していただく皆さんの楽し

い交流の場になるように努めてまいりま

すので、ぜひご利用ください。

　6月17日、講師に国土交通省道路局谷口博昭局長

を迎え、伊賀良公民館で開催。集まった皆さんは、道路

行政の状況や、道路を通したまちづくりなど、幅広い見

地からの「道」に関する講演に聴き入っていました。

つどいの広場を増設�

三遠南信道路建設促進南信地域�

期成同盟会講演会�

笑顔の集まる場所に（名古熊）�

開所式風景（千代）�

和田小学校での避難訓練� 谷口局長による講演風景�

［広報いいだ］2006.7.1��



　5月～6月、今年も多くの中学生が

飯田を訪れ、農作業をはじめとするさま

ざまな体験をしました。

　始めは遠慮がちにしていても、次第

に積極的に取り組み、笑顔ものぞかせ

ていました。京都から訪れ、「陶芸」に

挑戦した生徒は「初めての経験で、む

ずかしいこともあったけど、新しいことを

実感できてよかった」と、満足そうに話

していました。

　5月22日、市は、旭松食品株式会社、オムロン飯田

株式会社、多摩川精機株式会社それぞれとパワーアッ

プ協定を結びました。地域経済自立化に向け、連携・

協力を進めてまいります。

企業とパワーアップ協定�

相互に連携・協力�

飯田合同防災訓練�

体験教育旅行�

協定後、固い握手を交わす代表者の皆さん�

題して「ワールドカップ」の出来栄えは（陶芸）�

早く釣れないかな？（渓流釣り）�

模擬訓練風景�
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脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て�

　
人
間
ド
ッ
ク
で
は
肺
、
心
臓
、

腹
部
臓
器
、
骨
密
度
な
ど
の
検

査
を
行
っ
て
病
気
の
早
期
発
見
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
脳
ド
ッ
ク
は
、
脳
実
質
の
異
常

（
例
え
ば
脳
梗
塞
、
脳
腫
瘍
な

ど
）
が
な
い
か
を
調
べ
る
検
査
と
、

脳
の
動
脈
の
異
常
（
例
え
ば
脳
動

脈
瘤
、
動
脈
狭
窄
な
ど
）
が
な
い

か
を
調
べ
る
検
査
を
し
ま
す
。
ま

た
、
頚
動
脈
に
異
常
が
な
い
か
も

調
べ
ま
す
。�

　
検
査
方
法
は
Ｍ
Ｒ
（
核
磁
気

共
鳴
、い
わ
ゆ
る
磁
石
で
行
う
検

査
）
と
い
う
検
査
機
器
を
用
い
て

行
い
ま
す
。�

　
脳
の
機
能
を
調
べ
る
方
法
は

他
に
も
脳
血
流
検
査
、
Ｃ
Ｔ
検

査
、
エ
コ
ー
検
査
、
知
能
検
査
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
施
設

で
の
脳
ド
ッ
ク
は
、Ｍ
Ｒ
検
査
が
主

に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
で
は
、
異
常
が
見
つ
か
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
か
。
全
て

の
異
常
に
対
し
て
治
療
を
す
る
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
破
れ
て
い
な
い
動
脈
瘤
は
ど
う

す
る
の
か
。
狭
く
な
っ
た
動
脈
を

ど
う
す
る
の
か
。
脳
腫
瘍
が
見
つ

か
れ
ば
取
り
除
く
の
か
。
な
ど
の

問
題
で
す
。�

　
異
常
な
も
の
の
す
べ
て
を
治
療

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
全
国
共
通
の
手
術
適
応
の

治
療
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が

作
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
基
に

治
療
の
必
要
性
、
注
意
事
項
、
追

加
検
査
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
脳
ド
ッ
ク
で
「
頭
の
良
し
悪
し
」

は
判
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
受
け

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
自
分

の
脳
を
見
て
お
く
の
も
い
い
も
の

で
す
よ
。�

�

市立病院　脳神経外科
大東  陽 治　 医師

　
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
ド
イ
ツ
大
会
が
開
幕
し
、

連
日
白
熱
し
た
試
合
の
模
様

と
共
に
、
現
地
の
お
祭
り
騒

ぎ
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
光
景
を
見
る
と
、

ド
イ
ツ
の
ま
ち
な
か
は
さ
ぞ

騒
々
し
い
と
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
の
日

常
生
活
は
至
っ
て
静
か
な
も

の
で
す
。
特
に
日
曜
日
は
人

通
り
も
ま
ば
ら
で
、
昼
間
で

も
驚
く
ほ
ど
し
ん
と
し
て
い

ま
す
。�

　
「
静
か
さ
」
を
大
事
に
す

る
お
国
柄
は
、
日
常
生
活
の

端
々
に
現
れ
て
い
て
、
住
居

の
賃
貸
契
約
書
で
も
お
昼
寝

時
間
と
就
寝
時
間
に
音
を
た

て
る
こ
と
は
特
に
慎
む
よ
う

強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
の
音
楽
家
は
飯
田
で
も

「
ア
フ
ィ
ニ
ス
夏
の
音
楽
祭
」

で
馴
染
み
が
あ
り
ま
す
が
、

彼
の
国
が
多
く
の
音
楽
家
を

輩
出
し
て
き
た
の
も
、
こ
う

し
た
音
へ
の
敏
感
さ
と
無
関

係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。�

　
そ
ん
な
訳
で
、
今
回
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
喧
噪
を
嫌

っ
て
、
ス
イ
ス
あ
た
り
に
脱

出
す
る
ド
イ
ツ
人
も
結
構
い

る
よ
う
で
す
。
私
自
身
、
帰

国
し
て
大
分
に
赴
任
し
た
ば

か
り
の
頃
は
、
様
々
な
音
に

溢
れ
る
休
日
の
商
店
街
を
、

い
さ
さ
か
戸
惑
い
な
が
ら
歩

い
た
も
の
で
し
た
。�

　
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

も
紹
介
し
て
き
ま
し
た
毎
月

第
2
日
曜
日
の
「
モ
ー
ニ
ン

グ
・
ウ
オ
ー
ク
」
は
、
早
朝

の
静
か
な
ま
ち
の
佇
ま
い
を

存
分
に
堪
能
で
き
る
の
で
、

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

そ
の
19
　「
静
か
さ
」
を
大
事
に
す
る
ま
ち�

TEL.0265-21-1255

TEL.0265-22-5060

し
ゅ  

よ
う�

ど
う 

脳の断面�

頸の動脈�

頭蓋内の動脈�

 

み
ゃ
く 

り
ゅ
う�

   

け
い
　
ど
う  

み
ゃ
く�

き
ょ
う
さ
く�



� 2006.7.1［広報いいだ］�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。

　
私
の
夢
は
、
保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
小
さ
い
子

が
大
好
き
で
す
。
お
世
話
を
す
る
の
も
好
き
で
す
。
そ
れ
に
、

私
の
お
母
さ
ん
が
保
育
園
の
先
生
で
す
。
小
さ
い
子
を
ま
と
め

て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
、
そ
ん
な
事
が
で
き
た
ら

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
子
や
保
育
園
児
を
ま
と
め
た

り
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
も
お
母
さ
ん
の
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。
な
の
で
、
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん

な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
た
い
の
か
が
分
か
る
よ

う
に
勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。�

6月1日に風越山を撮ろう実行委員会�

木下　徳康さん�

　児童センターのお花見で、先生から

館長の私にこんな報告がありました。

　花吹雪の中を楽しく遊んで、いよい

よお楽しみのおやつは、子供たちの大

好きなワッフルです。皆に配ったあ

と、ひとりの班長さんが浮かぬ顔で

帰って来ました。「楽しくない？何か

あったの？」「ワッフルを２つ土の上に落としちゃったの

で、班長のぼくと副班長が食べないで我慢しました」それを

聞いた先生は、感激して涙ぐみ、ふたりを給食室へ連れて

行って別のおやつを食べさせたということです。

　縦割グループの活動の中で、下級生を思いやり我慢する心

を培っている子供たち。上級生は食べないで、下級生に食べ

させる。その美しい心根に感動した出来事でした。

北原　廉造さん（座光寺）�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで
語っていただき、�
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

あら�い�ま�お�

新井真央 さん�
（上久堅小6年）�

先月の松島タセ子 さん（松尾）からのリレー�きのした やすとく

はらきた ぞうれん

風越山と写真�

　皆さん、「6月1日11時11分に風越山
を撮ろう」というイベントをご存知で
すか？この日時に、場所はどこからで
もいいから風越山をみんなで撮影し
て、その写真を集めて写真展をしよう
という企画です。�
　「始めたきっかけは？」とよく尋ね
られます。写真に携わる者として、地
域で何かできないかとずっと思ってい
ました。風越山には、私自身が小学校
の時に登り、中学で登山マラソンに参
加しました。天気の行方を見るには、
西の空を見ます。市街地から西側とな�

れば、風越山が目につきます。そんな
こんなで、風越山に親しみを持つよう
になりました。きっとこの思いは私だ
けではなく、この地方に暮らす方なら
誰も同じではないでしょうか？山を撮
るなら風越山をおいて他にはないと考
え、「写真の日」と組み合わせて企画し
たものです。�
　今年で5回目ですが、この企画を始
めて、さらに「風越山は市民の山だな
あ」と痛感しています。風越山に寄せ
る皆さんの気持ちと実行委員の努力が
この企画を続けて来られた要因です。�
８月26日からは飯田創造館で写真展を
行いますので、是非ご覧ください。�

平成16年7月の写真展会場にて�
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弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル�

市
役
所
窓
口
の�

開
設
時
間
延
長�

0
歳
〜
就
学
前
の�

乳
幼
児
福
祉
医
療
費�

中
央
構
造
線�

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会�

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ�

宝
く
じ
発
売�

市
立
病
院�

Ｒ
Ｉ
検
査
再
開�

����

を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
健
康
保
険
証
と
振
込
口
座
の

　
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
、
保

　
健
課
医
療
給
付
係
、
り
ん
ご

　
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、

　
市
役
所
各
支
所
・
自
治
振
興

　
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　�

　
保
健
課
　
医
療
給
付
係�

　
内
線
５
５
２
５�

���

　
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
秋

葉
街
道
を
自
転
車
で
走
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。�

▼
期
日�

　
７
月
２９
日
g
〜
３０
日
a�

※
１
日
の
み
の
参
加
も
可
。�

▼
行
程�

○
１
日
目�

　
伊
那
市
高
遠
〜
大
鹿
村�

○
２
日
目�

　
大
鹿
村
〜
飯
田
市
南
信
濃�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

����

▼
参
加
資
格�

　
中
学
生
以
上
の
健
康
な
方�

▼
参
加
費�

○
２
日
参
加
　
７
、０
０
０
円�

○
１
日
参
加
　
５
、０
０
０
円�

▼
申
込
方
法
　
管
理
計
画
課
、

　
市
役
所
各
支
所
・
自
治
振
興

　
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に

　
記
入
の
上
、
大
鹿
村
大
会
本

　
部
へ
申
し
込
み
。�

▼
問
合
せ
　
管
理
計
画
課�

　
内
線
２
７
４
１�

���

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
は
、
全

国
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
飯
田
市
で
も
、
こ
の
制
度
に

よ
る
低
利
な
融
資
を
受
け
、
昨

年
度
は
学
校
の
耐
震
診
断
や
市

街
地
の
段
差
解
消
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

▼
発
売
期
間�

　
７
月
１３
日
e
〜
８
月
１
日
c�

▼
抽
選
日�

　
８
月
１１
日
f

����

▼
当
選
金�

○
１
等
　
２
億
円�

○
２
等
　
１
億
円
ほ
か�

※
市
内
各
宝
く
じ
売
り
場
で�

　
お
求
め
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
財
政
課
　
内
線
２
２
３
３�

���

　
改
修
工
事
の
た
め
休
止
し
て

い
た
Ｒ
Ｉ（
核
医
学
）検
査
を
、�

７
月
３
日
b
か
ら
再
開
し
ま�

す
。�

▼
問
合
せ�

　
市
立
病
院
　
放
射
線
科�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５�

���

　
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
カ
ル
テ
ッ
ト

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
学
生
）

に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
の
演
奏
会

を
開
き
ま
す
。�

　
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
を
は
じ
め
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
を
弦
楽
器
の
美
し
い

響
き
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

����

▼
日
時
・
場
所�

○
７
月
１４
日
f�

　
午
後
７
時�

　
上
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

○
７
月
１５
日
g�

　
午
後
２
時�

　
丸
山
小
学
校
体
育
館�

○
７
月
１５
日
g�

　
午
後
７
時�

　
三
穂
公
民
館�

○
７
月
１６
日
a�

　
午
後
２
時
３０
分�

　
上
久
堅
小
学
校
体
育
館�

○
７
月
１７
日
-�

　
午
後
２
時
３０
分�

　
竜
丘
公
民
館�

▼
問
合
せ�

　
飯
田
市
公
民
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２�

�

����������� 

７
月
１
日
か
ら
市
職
員
の
勤

務
時
間
が
変
更
に
な
り
、
窓
口

の
開
設
時
間
を
午
後
５
時
３０
分

ま
で
延
長
し
ま
す
。
延
長
す
る

窓
口
は
、
本
庁
、
各
支
所
・
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
す
。�

※
木
沢
出
張
所
も
含
み
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
庶
務
課
　
内
線
２
１
１
１�

　
人
事
課
　
内
線
３
１
３
１�

���

　
４
月
１
日
か
ら
、
所
得
制
限

が
な
く
な
り
、
０
歳
か
ら
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
、
入
院
・
外

来
と
も
医
療
費
の
給
付
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
だ
受
給
者
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き�
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10265（22）4511

複
十
字
シ
ー
ル
募
金�

動
物
炉
の
休
業�

市役所議会棟第2委員会室�
期間　7月21日（金）～8月5日（土）�

時間　午前8時30分～午後8時�
※8月5日は飯田りんごんのため市街地は　
　交通規制があります�

■問合せ　飯田市選挙管理委員会事務局�

長野県知事選挙�の投票日�

8月6日（日）は�投票時間　午前7時～午後8時�

※市役所、支所・自治振興センター、公民館のほか、市内の郵便局（簡易郵便局を除
く）、新聞販売店、コンビニエンスストア（サークルＫ、ローソン）にも置いてい
ただきます。選挙公報が入手できない方は、お電話いただければ郵送します。�

※詳細はホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。�

○市外に滞在している方は、滞在地の選挙管理委員会で「不
在者投票」ができます。�
○入院(入所)されている病院・老人ホーム等が指定施設なら
全国のどの施設でも、施設内で不在者投票ができます。�
○身体に重度の障害等がある方で一定の条件があれば、自宅
で郵便等を利用して投票できます。�

不在者投票制度も用意されています
投票日

長野県知事選挙

８月６日 日

（上村・南信濃地区　午前7時～午後7時）�

竜丘公民館・上村自治振興センター�
南信濃自治振興センター�
期間　8月1日（火）～４日（金）�
時間　午前8時30分～午後5時�

期日前投票の場所�

昭和61年8月7日までに生まれた満20
歳以上の日本国民で平成18年4月19日
までに飯田市に住民登録し、引き続
き市内に居住している方が対象です。�

選挙公報の新聞折り込み　７月27日（木）の朝刊（予定）

�※平成18年4月20日以降に飯田市に住
　民登録した方で、前住所地が長野
　県内の方は、前住所地の市町村で
　投票できます。�
　（「引き続き県内に住所を有する旨の証明」が必要です。詳細はお問い合わせください）�

投票所の変更�

さんとぴあ飯田�
（勤福センター音楽室）�

慈光幼稚園�

飯田東中学校昇降口�

羽場中央公会堂�

三穂小学校体育館�

久米会館�

�

浜井場小学校体育館�

飯田市公民館玄関ホール�

東野公民館�

羽場公民館�

三穂多目的研修センター�

久米南平生活改善センター�

�

第  1�

第  4�

第  5�

第  7�

第38�

第43�

�

今回の投票所�前回の投票所�投票所�

投票日に仕事、冠婚葬祭、レジャーなどで投票できない方は期日前投票をご利用ください

投票所入場券を７月15日（土）
から郵送します

告示日　７月20日（木）

1 0265（22）4524　FAX 0265（22）6140�
ホームページ  http：//www.city.iida.nagano.jp/senkan/

���
　
結
核
や
肺
が
ん
な
ど
の
胸
部

疾
患
を
な
く
し
、
人
々
が
健
康

で
幸
せ
で
あ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
複
十
字
シ
ー
ル
募
金
を
４

年
に
１
度
行
っ
て
い
ま
す
。�

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

▼
期
間�

　
７
月
１
日
g
〜
８
月
３１
日
e�

▼
募
金
場
所�

　
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
１

　
階
受
付
、
り
ん
ご
庁
舎
市
民

　
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
各

　
支
所
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー�

▼
問
合
せ�

　
保
健
課
　
健
康
推
進
係�

　
内
線
５
５
１
１�

���

　
動
物
炉
の
改
修
に
伴
い
、
犬
・

猫
の
火
葬
業
務
を
休
業
し
ま
す
。�

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
日
時�

　
７
月
１２
日
d
〜
１４
日
f�

▼
問
合
せ�

　
環
境
課 

　
環
境
衛
生
係 �

　
内
線
５
２
４
１�
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環
境
保
全
活
動
を
行
う�

団
体
に
補
助
し
ま
す�

調
理
師
、�

製
菓
衛
生
師
試
験�

飯
田
の
遺
跡
　
速
報
展�

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

税目�

納期�

市県民税(2期)�
国民健康保険税(7月分)

7月31日(月)

火災を発見！消防署に連絡�

局番なしの119

局番なしの110
携帯電話からもかかります�

大変だ！警察に連絡�

全長17ｍ大迫力のユアンモウサウルス�

　
豊
橋
総
合
動
植
物
公
園
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
内
の
自
然
史
博
物

館
で
は
、
豊
橋
市
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
の
特
別
企
画
展
「
恐

竜
と
生
命
の
大
進
化
ー
中
国
雲
南
５
億
年
の
旅
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。�

　
こ
の
特
別
企
画
展
で
は
、
２
０
０
０
年
に
中
華
人
民
共
和
国

の
雲
南
省
で
発
見
さ
れ
、
２
０
０
６
年
に
名
前
が
つ
け
ら
れ
た

ば
か
り
の
恐
竜
「
ユ
ア
ン
モ
ウ
サ
ウ
ル
ス
」
の
全
身
骨
格
（
全

長
17
ｍ
、
60
％
実
物
）
を
世
界
初
公
開
し
ま
す
。�

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
数
多
く
用
意
し
、
雲
南
省
の
す
ば
ら
し
い

自
然
と
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。�

■問合せ　豊橋市自然史博物館　10532（41）4747�
　http://www.toyohaku.gr.jp/sizensi/

▼開館時間　　午前9時～午後4時30分　（公園入園は午後4時まで）�

▼休 館 日　　毎週月曜日、7月18日c、9月19日c�
　　　※7月17日-、8月14日b、9月18日-、10月9日-は開館�

▼観 覧 料　　大人　500円（400円）、小・中学生　200円（160円）�
　　　※公園入園料　大人600円（480円）、小・中学生100円（80円）が必要�

　　　　（　）は30人以上の団体料金�

展示期間　7月14日f～10月9日-

三
市
合
同
企
画
第
五
十
回�

　
数
な
ど
に
よ
り
補
助
額
は
変

　
わ
り
ま
す
。�

▼
申
込
締
切
　
７
月
３１
日
b�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係�

　
内
線
５
２
４
９�

���
　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
発

掘
調
査
に
よ
る
成
果
を
い
ち
早

く
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、夏
季
展
示
「
飯
田
の
遺

跡
　
速
報
展
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
上
村
・
南
信
濃
地
区
の
遺
跡
・

遺
物
も
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ�

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
展
示
期
間�

　
７
月
１５
日
g
〜
９
月
１８
日
-�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館�

▼
夏
季
展
示
講
座�

　
発
掘
調
査
の
担
当
者
が
、
調

　
査
の
状
況
や
成
果
な
ど
に
つ

　
い
て
説
明
し
ま
す
。�

○
日
時
　
７
月
２２
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

※
入
場
料
が
必
要
で
す
。�

▼
問
合
せ�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

���

▼
日
時
　
９
月
１４
日
e�

　
午
後
１
時
〜
３
時�

▼
場
所
　
飯
田
合
同
庁
舎
ほ
か�

▼
願
書
受
付�

○
期
間
・
時
間�

　
７
月
１８
日
c
〜
２０
日
e�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

○
受
付
場
所
　
飯
田
合
同
庁
舎�

　
５
０
２
・
５
０
３
号
会
議
室�

※
願
書
の
入
手
先
な
ど
、
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
試
験
手
数
料�

○
調
理
師
　
　  

６
、１
０
０
円�

○
製
菓
衛
生
師  

９
、４
０
０
円�

※
現
金
ま
た
は
長
野
県
収
入
証

　
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
合
格
発
表
　
１０
月
１０
日
c�

▼
問
合
せ�

　
飯
田
保
健
所
　
食
の
安
全
・

　
生
活
衛
生
チ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６�

�

���
▼
対
象
　
環
境
保
全
活
動
を
自

　
主
的
に
行
う
団
体�

※
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
ま
た

　
は
営
利
事
業
を
主
た
る
目
的

　
と
す
る
団
体
は
除
き
ま
す
。�

▼
対
象
と
な
る
活
動�

　
環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
全

　
般�

○
活
動
の
例�

・
貴
重
な
動
植
物
の
保
護
活
動�

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
関
す

　
る
活
動�

・
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
推

　
進
す
る
活
動�

※
来
年
３
月
中
旬
ま
で
に
終
了

　
す
る
事
業
が
対
象
で
す
。�

▼
補
助
額�

　
活
動
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
と
し
ま
す
。�

※
今
年
度
の
予
算
額
は
２０
万
円

　
で
す
。
補
助
を
行
う
団
体
の�
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放
送
大
学
で
�

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
�

飯
田
市
立
保
育
園
�

臨
時
・
パ
ー
ト
保
育
士
�

ま
ち
づ
く
り
�

ア
ン
ケ
ー
ト
�

市内の保育所では子育て相談を行っています。お子さんを預けていない方でもお気軽にどうぞ�
問合せ　児童課　保育係　内線問合せ　児童課　保育係　内線5344問合せ　児童課　保育係　内線5344

やけどをした時、どうしたらよいでしょ
うか。�

Ｑ：�

Ａ：�患部を流水で冷やします�
○患部には直接水があたらないように冷や
　しましょう。�
○服の上からのやけどは、脱がせないで着
　たまま冷やします。�
○体が冷えないように、患部以外は毛布な
　どで保温してあげましょう。冷えすぎた
　ら、冷やすのをやめましょう。�

着ているものを脱がせましょう�
○生地が皮膚に張りついているときは、そ
　の部分を残して切り取りましょう。�
患部を保護しましょう�
○患部を刺激しないように、ガーゼで覆い、
　包帯をゆるめにまきましょう。�
必要な場合は病院へ�
○やけどの部位によ
　っては早めに受診
　しましょう。�
○広範囲の場合、目
　や顔の場合は、す
　ぐ救急車を呼び、
　病院へ行きましょ
　う。�

���

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
１８
年

度
第
２
学
期
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。�

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大

学
で
す
。 

所
定
の
単
位
を
履

修
す
る
こ
と
で
、
国
家
試
験
の

一
部
免
除
や
受
験
資
格
が
取
得

で
き
ま
す
。�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
第
２
学
期
出
願
受
付
締
切�

　
８
月
１５
日
c�

▼
教
養
学
部
の
紹
介�

○
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん�

○
満
１５
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
学

　
部
選
科
、
科
目
履
修
生
と
し

　
て
入
学
で
き
、
約
３
０
０
科

　
目
の
中
か
ら
希
望
す
る
科
目

　
を
学
べ
ま
す
。�

○
満
１８
歳
以
上
で
大
学
入
学
資

　
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
全
科

　
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

　
卒
業
す
る
と
学
士
を
取
得
で

　
き
ま
す
。�

▼
大
学
院
の
紹
介�

　
満
１８
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
大

　
学
院
修
士
選
科
、
科
目
生
と

　
し
て
入
学
で
き
、
７３
科
目
の�

　
中
か
ら
希
望
す
る
科
目
を
学

　
べ
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン�

　
タ
ー�

　
1
０
２
６
６（
５
８
）２
３
３
２�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.u-air.ac.jp/�

���

　
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、
商

店
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。�

▼
応
募
方
法�

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
い
だ
応
援
ネ
ッ
ト

　
イ
デ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
、
ま
た
は
電
話
で
ご
応
募

　
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
人
数�

　
１
０
０
人�

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間�

　
７
月
１
日
g
〜�

　
７
月
３１
日
b�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
い
だ
応
援
ネ
ッ
ト

　
イ
デ
ア
事
務
局�

　
1
０
２
６
５（
５
６
）９
３
３
５�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.iida-idea.jp/

�������

▼
応
募
資
格�

　
６０
歳
位
ま
で
の
保
育
士
資
格

　
の
あ
る
方�

▼
募
集
人
数�

○
８
時
間
勤
務
　
２
人�

　（
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
１５
分
）�

○
６
時
間
勤
務
　
２
人�

　（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）�

▼
業
務
内
容�

　
市
立
保
育
園
に
お
け
る
保
育�

▼
給
与�

　
飯
田
市
臨
時
的
任
用
職
員
・

　
非
常
勤
職
員
の
規
定
に
よ
る
。�

※
時
給
８
９
０
円
以
上 

、
通

　
勤
手
当
あ
り
。�

▼
応
募
方
法�

　
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）�

　
を
用
意
し
、
あ
ら
か
じ
め
電

　
話
で
日
程
打
ち
合
わ
せ
の
上
、

　
り
ん
ご
庁
舎
児
童
課
ま
で�

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
児
童
課
　
保
育
係�

　
内
線
　
５
３
４
１�
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第54回天竜峡夏期大学日程�
日時� 演題� 講師�

7月24日B 生き方・死に方・笑い方�
高柳和江氏�
（日本医科大学医療管理学教室助教授）�

7月26日D
子どもの危機をどう見るか�
～家庭と学校と地域のつながり～�

尾木直樹氏�
（法政大学教授・教育評論家）�

7月28日F 今後の日本政治の針路�
吉田康彦氏�
（大阪経済法科大学教授）�

7月30日A 食生活の変化と安全・安心問題�
茂木信太郎氏�
（信州大学経営大学院教授）�

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
2
0
0
6

第
2
回
講
座�

第
　
回�

天
竜
峡
夏
期
大
学�
日
本
母
親
大
会
に�

参
加
し
ま
せ
ん
か�

裁
判
所
事
務
官�

　
種
試
験
受
験
者�

夏
休
み
原
始
体
験�

※
日
程
、
分
科
会
な
ど
詳
細
は    

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
参
加
費�

　
１
日
に
つ
き  

２
、５
０
０
円�

▼
募
集
人
数
　
２３
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切�

　
７
月
１８
日
c�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
　
５
３
５
１�

��� 

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

▼
受
験
資
格�

　
昭
和
６０
年
４
月
２
日
〜�

　
平
成
元
年
４
月
１
日
に
生
ま

　
れ
た
方�

▼
受
験
申
込
書
の
交
付�

　
７
月
１８
日
c
ま
で
、
長
野
地

　
方
裁
判
所
、
管
内
支
部
、
簡

　
易
裁
判
所
で
交
付
し
ま
す
。�

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
７
月
１０
日
b
〜
１８
日
c�

▼
第
１
次
試
験
日�

　
９
月
１０
日
a�

▼
問
合
せ
　
長
野
地
方
裁
判
所

　
事
務
局
総
務
課�

　
1
０
２
６（
２
３
２
）４
９
９
１�

�������

　「
２０
世
紀
日
本
の
農
民
と
農
村
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
し
ま
す
。�

　
日
露
戦
争
後
か
ら
高
度
成
長

ま
で
を
対
象
と
し
、
全
国
に
お

け
る
下
伊
那
地
方
の
位
置
を
考

え
ま
す
。�

▼
日
時�

　
７
月
１５
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時�

　
７
月
１６
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分�

※
２
日
間
の
連
続
講
座
で
す
。�

▼
場
所�

　
歴
史
研
究
所
３
階�

▼
講
師
　
森
武
麿
氏�

　（
一
橋
大
学
教
授
・
歴
史
研

　
究
所
顧
問
研
究
員
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人�

▼
受
講
料�

　
５
０
０
円�

　（
資
料
代
・
２
日
間
）�

※
１６
日
の
昼
休
み
に
は
、
講
師

　
を
囲
ん
で
の
昼
食
交
流
会
も

　
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�
���

　
土
器
を
使
っ
て
昼
ご
飯
を�

作
っ
た
り
、
火
を
お
こ
し
た
り

し
て
み
よ
う
。�

▼
日
時
　
７
月
３０
日
a�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午�

▼
場
所�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

▼
募
集
人
数
　
２０
人�

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。�

▼
参
加
費�

○
高
校
生
以
上  

１
、０
０
０
円�

○
小
・
中
学
生
　
　
８
０
０
円�

▼
申
込
方
法�

　
希
望
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

　
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の

　
上
、
往
復
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー

　
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
７
月
２２
日
g�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３�

　
飯
田
市
上
郷
別
府
２
４
２�

　
８
―
１�

　
上
郷
考
古
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　kouko@
iida-m

useum
.org

���

　
伝
統
あ
る
講
座
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
期
日
・
講
師
な
ど
　
左
表�

▼
時
間�

　
午
後
７
時
〜
８
時
４０
分�

※
受
付
は
午
後
６
時
３０
分
か
ら�

▼
定
員�

　
２
０
０
人�

▼
問
合
せ
　
川
路
公
民
館�

　
1
０
２
６
５（
２
７
）２
０
０
１�

�

���
　
第
５２
回
日
本
母
親
大
会
が
長

野
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
期
日�

　
７
月
２２
日
g
〜
２３
日
a�

※
両
日
と
も
日
帰
り
、
マ
イ
ク

　
ロ
バ
ス
利
用
。�

▼
場
所�

　
長
野
市
　
信
州
大
学
ほ
か�

▼
主
な
内
容�

○
１
日
目�

　
子
育
て
、
暮
ら
し
、
平
和
、

　
女
性
の
生
き
方
な
ど
を
テ
ー

　
マ
に
し
た
分
科
会
、
シ
ン
ポ

　
ジ
ウ
ム
な
ど�

○
２
日
目
　�

　
澤
地
久
枝
氏（
作
家
）に
よ
る

　
記
念
講
演
「
地
球
の
母
で
あ

　
る
こ
と
」
な
ど�

動物園の休園日�

■問合せ 動物園  10265（22）0416

7 月 3 日b◆10日b�
   ◆18日c◆24日b

◆31日b

５４�
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小学生�
中学生�

29日�

30日�

31日�

1日�

2日�

3日�

4日�

5日�

6日�

7日�

8日�

9日�

7
月
�

8
月
�

おさらい教室日程表�
時間 小学生9:30～11:30 中学生13:00～16:00

1
年
�

6
年
�

4
年
�

5
年
�

3
年
�

2
年
�

※�

※は13:30～15:30

　第5次基本構想・基本計画策定の基本的な考え
方の一つは、「多様な主体による協働のまちづく
りを推進する」ことです。市民検討会議では、多
様な主体の役割について検討しています。�
　この場合の主体とは、『課題（施策の目的）解
決に向けて中心になって取り組む人や組織』の
ことを言います。そして、施策の目的を達成する
ためには、「本来、誰が責任の主体となって取り
組むことが適切なのか」を皆で検証しました。�
　これからのまちづくりを考える時、今まで行
政が担ってきた分野、あるいは個人や地域、企�

業などが担ってきた分野について、本当に今ま
でどおりで良かったのか見直しが必要です。そ
のうえで、きちんと役割分担をすることにより、
課題解決に向けた協働のまちづくりを進めてい
きます。�
　市民検討会議では、この考え方から、まずは施
策ごとに成果の向上が期待できる主体を選び出
しました。そして、その主体ごとに、役割がどの
くらい達成できたのかを具体的に数値で確認す
るため、主体別役割指標を設定することを考え
ています。�

行　　政�

市民� 事業者� 団体�

市民�

事業者�

団体�

行政�

行政が担うより多様
な主体が担うことで、
効率的、効果的及び
柔軟で創造的に事業
が展開できます。�

詳細は、市ホームページ、市役所企画課・各支所・自治振興センター、公民館でご覧いただけます。�
■問合せ　企画課　1 0265（22）4511　内線2226

　第５次基本構想・基本計画策定を目指す「市民検討会議」の進捗情報を、月に１回報告します。�
　今回は、先号に引き続き、策定後の進行管理の具体的な方法をお知らせします。�
　第５次基本構想・基本計画策定を目指す「市民検討会議」の進捗情報を、月に１回報告します。�
　今回は、先号に引き続き、策定後の進行管理の具体的な方法をお知らせします。�
　第5次基本構想・基本計画策定の「市民検討会議」の進捗状況を、月に1回報告しています。�
　今回は、「多様な主体による協働のまちづくり」に関して、市民検討会議で検討してきた「施策を担
う主体の役割」について報告します。�
�

第5次基本構想・基本計画�
　　　「市民検討会議」レポート�
第5次基本構想・基本計画�
　　　「市民検討会議」レポート�

これまでの公共にかかわる分野は、大半が行政�
の主体で実施してきました。�

これからの公共にかかわる分野は、本来の責任の�
主体を明らかにすることにより、行政だけではなく、�
多様な主体との役割分担の基に協働で実施します。�

夏
休
み
お
さ
ら
い
教
室�

▼
費
用�

○
小
学
生
　
４
、５
０
０
円�

○
中
学
生
　
６
、５
０
０
円�

▼
申
込
期
間�

　
７
月
２
日
a
〜
１８
日
c�

▼
申
込
方
法�

　
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
費

　
用
を
添
え
て
次
の
場
所
に�

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

　
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）�

○
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ�

　（
７
月
２
日
a
の
午
前
１０
時

　
〜
正
午
）�

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

　
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
広
域
シ
ル�

　
バ
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■保　健�
15 転倒予防の運動�
16 栄養指導�
17 メタボリックシンドローム�
18 ずくバンド運動�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
■福　祉�
19 飯田市の高齢者福祉サービスについて�
20 介護保険制度について�
21 障害者が地域で安心して暮らせるまちづくり�
22 飯田市の障害福祉サービスについて�
■水　道�
23 上・下水道料金の仕組み�
24 安全な水が家庭へ届くまで�
25 皆水洗化について�
26 下水をやさしく使いましょう�
■環　境�
27 ごみ減量講座�
28 飯田市環境計画について�
29 エコ・ライフのすすめ�
30 地球環境問題と私たちの関わり�
31 環境マネジメントシステムについて�
32 地域版マネジメントシステム�
「南信州いいむす21」について�

33 地球温暖化防止・�
新エネルギー・省エネルギーについて�

34 環境にやさしい公共交通を目指して�
■農　林�
35 子どもの健康と食農教育�
36 地域の食材で安心して暮らせるまちづくり�
37 野生鳥獣による被害と対策�
38 自然観察をしながらのトレッキング�
39 木質バイオマスの利用について�

■観　光�
40 体験教育旅行誘致事業はなぜ伸びているか�
41 感動体験で教育を変える�
42 体験教育旅行で得るものとは�
43 エコツーリズムと地域づくり�
■建　設�
44 都市計画のはなし�
ーより快適な生活環境をつくっていくためにー�

45 住まいと木の恵み�
46 美しいまちなみづくり（景観）�
■教　育�
47 家庭教育のあり方�
48 青少年健全育成事業の取り組み�
49 地育力向上連携システムについて�
50 飯田の文化財について�
（お墓の話あれこれ　縄文～江戸）�

51 飯田の文化財について（飯田下伊那の古墳の話）�
52 風越山に登ってみよう�
（自然・歴史遺産を訪ねて）�

53 お城探検�
54 古代人の交流�
（土器や石器からわかる他地域との交流）�

55 総合型地域スポーツクラブについて�
56 スポーツ施設の現状と利用のしかた�
57 スポーツ事業の紹介と参加の仕方�
58 幼児と母親のための読書会�
59 読み聞かせの会�
60 子どもの本についての勉強会�
61 特殊資料学習講座「菱田春草」�
62 特殊資料学習講座「堀家」所蔵古書�
63 歴史的建造物について�
64 歴史資料の調査と保存�
65 伊那谷の自然と文化�
地震・化石・生き物・文化のはなし�

■選　挙�
66 明るい選挙について�
■消　防�
67 環境と防災について�
環境に配慮した消防施設の利用、環境と防災�

68 応急手当普及講習会�
　 救急現場で実践できる応急手当の知識・技術�
　 幼児を持つ母親への簡単な応急手当�
　 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）について�

※メニュー以外の講座希望については、教育委員会生涯学習課までご相談ください。�

ずくバンド運動�
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■生涯学習まちづくり学びあい講座とは…�
　市民の皆さんのもとに市職員が出向き、市の業務などについて説明します。�
　知りたいこと、聞きたいことを講座にあるメニューの中から選んでリクエスト
してください。行政の取り組み、情報や専門知識を生かしたお話をお届けします。�
　さらに、情報交換を行い学びあう場を通して、「まちづくり」や「なかまづくり」
を応援するシステムです。�

■申込みができるのは…�
　市内に居住しているか、勤務または通学し
ている10人以上で構成された団体。�
　公民館、会社、学校、ＰＴＡ、婦人会、高齢
者クラブ、各種サークルなどの団体で、ぜひ
お申し込みください。�
�
■開催日時と場所は…�
　原則として、午前10時から午後9時まで
の間で、概ね2時間以内です。平日開催が原
則ですが、土・日曜日、祝日についてもご相
談に応じます。�
  開催場所は市内に限ります。会場の手配や
準備は、申し込まれた皆さんでお願いします。�
�
■申込み方法は…�
　講座を開催する2週間前までに所定の申込
書に記入の上、生涯学習課地育力向上係まで
お申し込みください。（ＦＡＸ、Ｅメール可）�
�

　申込書は、市役所受付、支所・自治振興セ
ンター、公民館、図書館の各窓口に用意して
あります。市ホームページ内の「市政ガイド（教
育）」からもダウンロードできます。�
http://www.city.iida.nagano.jp/guide/annai/
482.html�
　なお、担当課の業務や、講師となる職員の
日程などの関係で、開催日時など希望に添え
ない場合があります。ご了承ください。�
�
■講師への費用は…�
　費用は無料です。ただし、講座によっては
材料費など、実費が必要な場合があります。�
�
■申込みや利用をお断りする場合があります�
（1）公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻
害するおそれのある場合�

（2）政治、宗教または営利を目的として行う
おそれのある場合�

（3）学びあい講座の趣旨に反すると認められ
た場合�

希望の講座を選んでください�
■財　政�
 1  市の財政事情について�
 2  地方財政の仕組みについて�
■社　会�
 3  男女共同参画社会 これからの地域づくり�
 4  悪質商法にご注意！�
 5  飯田市の国際交流�
■税　務�
 6  やさしい税金のはなし�

■交　通�
 7  交通安全教室�
■市　政�
 8  飯田市基本構想基本計画�
 9  持続可能な地域づくりと土地利用�
10 三遠南信地域広域連携�
11 地域情報化と電子自治体�
12 地域自治組織�
13 ムトス飯田のまちづくり�
14 ＮＰＯと市民活動�

■申込・問合せ　飯田市教育委員会　生涯学習課　地育力向上係�
　10265（22）4511　内線3579　ＦＡＸ0265（23）8996　E-mail：shougai@city.iida.nagano.jp
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天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

通信�

通信�

■問合せ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの講座予定�
対象:小学3年生以上　★基本時間　9:00～11:00

��
　10:30～13:00�
▼かわりずんだもちづくり�
　7月23日a　材料費100円�
▼窯焼きパンづくり�
　7月30日a　材料費100円�
▼窯焼きフルーツピザづくり�
　8月13日a　材料費150円�

��
　10:30～12:00、13:30～15:00�
▼彩紙づくりに挑戦�
　8月5日g

��
　13:30～15:00�
　集合場所：なかまの館�
▼秘密基地づくり⑤�
　8月12日g　※雨天延期。�

��
　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼粘土でつくる水族館�
　7月22日g

みんなあつまれ！�
「かわらんべ祭り」�

「排水ポンプと浄化センター見学」�
7月29日g　8:30～11:30�
持ち物：水筒、帽子、長靴（雨天）�
「松下電器　手作り乾電池教室」�
8月1日c　13:00～15:00　（50人限定）�
持ち物：筆記用具�
「絵手紙を作ろう5」�
8月3日e　持ち物：筆記用具�
「セミとりをしよう」�
8月5日g　持ち物：筆記用具、水筒�
「水辺の楽校で写真撮影5」（成人講座）�
8月9日d　持ち物：カメラ、水筒�
「夏の星座を探そう」�
8月10日e　19:00～21:00�
持ち物：筆記用具、双眼鏡�
「盆ござ編みと盆花摘み」�
8月12日g　�
持ち物：汚れても良い服装�

※このほか「アップルけんだまクラブ」「くどうおじさんの紙きり教室」など祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！�

�
�
　場所：なかまの館�
　7月27日e　19:00～20:30�
　7月28日f　 9:30～12:00、�

14:30～17:30�
　7月29日g　 9:30～14:15�
　ゴスペルクワイアによるワーク
　ショップとコンサートです。�
※詳細はお問い合わせください。�

��
　10:30～15:00�
　場所：風の回廊�
　8月6日a

��
　10:00～12:00、13:30～15:00�
▼ピンホールスコープを作ろう�
　7月8日g�
▼ピッカリテスターを作ろう�
　7月9日a�
▼浮沈子を作ろう�
　7月15日g�
▼ストロー笛を作ろう�
　7月16日a�
▼飛行機凧を作ろう�
　7月22日g�
▼万華鏡を作ろう�
　7月23日a

▼ゲルマニウムラジオを作ろう�
　7月29日g・30日a

期　　日� 内　　　容�

7月15日g

7月22日g

7月16日a

9：30�
11：00�
11：30�
13：00

昆虫観察講座※�
さかなの放流（カジカ、ウナギ）�
ウナギのつかみどり（午後もあり）�
河川懇談会、ソーラーカー作り※�

9：00�
10：00�
10：30�
12：30�
13：00�
14：30

黄金の繭の蚕を飼う※�
マス釣り�
そば打ち・試食�
水質検査�
石けん作り※�
マスつかみ�

アレチウリ退治ラフティング大作戦※�

※は事前の申し込みが必要。�

企画展示�
7月15日g～7月16日a　「降雨体験車」、「3Ｄシアター」�

「土石流体験模型」�

7月15日g～7月22日g　「世界のカブトムシ展」�
「田んぼの生き物展」�
「河川のゴミ展」�

�
�
�
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市民の皆さんの�
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。�

市長の留守番電話�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育 て 相 談 �

こころの相談日�

障害をお持ちの
方 ま た は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

７月１１日（火）�
１３:００～１６:００�

７月１４日（金）�
７月２８日（金）�
１３:３０～１６:３０�

７月９日（日）�
７月１６日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�
さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�男女共同参画課内線５３５２�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

７月１８日（火）�
１３：３０～１６：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

７月１４日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�

2等陸・海・空士�

一般曹候補学生�

曹候補士�

航空学生�

看護学生�

防衛医科大学校学生�

防衛大学校学生�

自衛隊生徒�

募集種目� 受験資格� 受付期間� 試験期日�

年間を通じて実施� 受付時にお知らせします。�

8月1日（火）～�
9月8日（金）�

９月24日（日）・25日（月）�

8月1日（火）～�
9月8日（金）�

1次　9月16日（土）�
2次　10月7日（土）～13日（金）�

8月1日（火）～�
9月8日（金）�

1次　9月16日（土）�
2次　10月7日（土）～13日（金）�

8月1日（火）～�
9月8日（金）�

1次　9月23日（土）�
2次　10月14日（土）～19日（木）�
3次　11月12日（日）～12月8日（金）�

9月8日（金）～�
29日（金）�

1次　10月15日（日）�
2次　11月18日（土）・19日（日）�

9月8日（金）～�
29日（金）�

1次　11月4日（土）・5日（日）�
2次　12月6日（水）～8日（金）�

9月5日（火）～�
7日（木）�

9月23日（土）・24日（日）�

9月8日（金）～�
29日（金）�

1次　11月11日（土）・12日（日）�
2次　12月12日（火）～15日（金）�

11月1日（水）～�
19年1月9日（火）�

1次　19年1月13日（土）�
2次　19年1月26日（金）～29日（月）�

18歳以上27歳未満の者�

18歳以上24歳未満の者�

18歳以上27歳未満の者�

高卒（見込含）21歳未満の者�

高卒（見込含）21歳未満の者�

高卒（見込含）21歳未満の者�

高卒（見込含）21歳未満の者�
（推薦については高等学校長の�
推薦が必要です）�

高卒（見込含）21歳未満の者�

中卒（見込含）17歳未満の男子�

■問合せ　自衛隊長野地方連絡部　飯田出張所　10265（22）2613

男子�

女子�

推薦�

一般�

平成18年度　自衛官等募集�
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飯田市の人口（6/1現在）■人口＝107,683人（前月比－10）男51,635人／女56,048人  ■世帯＝37,398戸（前月比+1）�
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

�
17～23日�

19日�
20日�
21日�
22日�
23日�

7
�

下栗の里（しもぐりのさと）�
飯田市上村��

遠山川をはるかに見下ろす急峻な山肌に家々が点在し、茶・二度芋・
ソバなどの畑作の風景が広がっています。尾根筋まで続く畑や石垣、
そして家々はこの地域独自の文化的景観であり、後世に伝えるべき
風景です。�

8月17日E～23日D8月3日E～6日A

アフィニス夏の音楽祭�いいだ人形劇フェスタ2006

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は午後4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（200円）、�

 小中学生無料　※（ ）内は20人以上の団体�

富岡鉄斎展�－厳しさと奔放さの芸術－�

　明治の画壇に個性的な光を放った富岡鉄斎は、飯

田下伊那地方に２度訪れ、その後の芸術文化の発展

に大きな影響を与えるなど、没後80年を過ぎた今もなお、

当地でもよく名前の知られた南画家です。�

　鉄斎は優れた学者としての気質と大胆な表現者として

の素養を兼ね備え、南画の世界だけではなく、近代を

代表する芸術家として高い評価を受けています。�

　この度の展覧会では、優れた富岡鉄斎作品

のコレクションで知られる(財 )布施美術館（滋

賀県伊香郡高月町）所蔵の50点を通して、そ

の芸術の魅力にせまります。�

展示期間�7月22日G～8月20日A

布施美術館コレクションによる�

公演日程�
○セミナー(各レッスン)�
○くつろぎコンサート(下久堅小体育館)�
○あいうえ音楽館(文化会館)�
○東京演奏会公開ﾘﾊｰｻﾙ(飯田市公民館)�
○演奏会〔１〕(飯田市公民館)�
○演奏会〔２〕(飯田文化会館)��
※詳細は、ホームページをご覧ください。�
http://www.city.iida.nagano.jp/bunkakaikan/affinis.htm

人形劇だから面白い！　人形劇的表現のいろいろ��
　手遣い、棒遣い、糸操りなど、人形劇にはいろいろ
な技法による表現の面白さがあります。さらに、既成
の技法にとらわれることのない、独創的な表現も可
能です。300を超えるステージの中から、お気に入り
の表現方法を探してみてはいかがでしょうか。お早
めにワッペン（700円）、チケットをお求めください。�

テアトル・シテ「カーールソン」� 昨年のくつろぎコンサート風景�

●7月1日Gワッペン・チケット発売開始●�

妙義山図（部分）　明治39年（1906）�


